
燕市明るい選挙推進協議会理事会次第  

 

日 時  令和６年１２月１８日（水）午前１０時００分～ 

会 場  燕市役所 １階 会議室１０２ 

 

 

１．会長あいさつ 

 

 

 

２．議  題 

 

 (1) 令和６年度研修会の運営について 

・研修会の開催日程及び開催方法について 

・研修会議題の内容について 

   

(2) 新有権者に向けた啓発冊子封詰め作業について 

  

 

 

 (3) その他 

   



（案） 

令和７年１月８日 

 

 燕市明るい選挙推進員 各位 

燕市明るい選挙推進協議会 

会長  大 倉   剛 

（ 公 印 省 略 ） 

 

燕市明るい選挙推進協議会研修会の開催について 

 

 新春の候、各位におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。  

 さて、明推協事業の一環として、研修会及び新有権者啓発冊子発送のための

準備を下記のとおり実施いたしますのでご案内申し上げます。 

つきましては、研修会の出欠について燕市選挙管理委員会事務局までご報告

いただくとともに、研修会資料として使用するため、同封した「衆院選アンケ

ート」のご提出をお願いします。 

 また、研修会終了後、新年会を計画いたしておりますので、併せてご出席い

ただきますようお願いいたします。 

記 

○研修会 

１．日 時 令和７年２月●日（木） 午後３時から 

２．会 場 燕庁舎 ４階 第２会議室（燕市白山町 2 丁目 7-27） 

３．内 容 令和７年選挙啓発等予定について 

 令和６年実施の選挙の振り返り 等 

新有権者啓発冊子発送作業 

        ※発送作業は、市の規定による報酬をお支払いします。 

４．そ の 他  別紙「衆院選アンケート」へのご協力をお願いします。 

       今回の研修会資料の一部として使用します。 

○新年会 

 １．時 間 研修会終了後 午後５時３０分頃から 

 ２．会 場 ●●（燕市●●） ℡0256-97-2201 

３．参 加 費 ５，０００円（新年会出席の方は当日納入願います。） 

 ４．送迎バス 行き…燕庁舎 ⇒ 新年会 会場 

 帰り…新年会 会場 ⇒ 分水駅 ⇒ 吉田駅 ⇒ 燕駅 

○出欠の連絡 １月 24 日（金）までに下記までご連絡をお願いいたます。 

           

 

 

 

〒«〒» 

燕市«住＿＿＿＿＿所» 

«氏＿＿名»  様 

研修会  出席・欠席 

新年会  出席・欠席 

送迎バス  行き・帰り / 必要・不要 

連絡先 

 燕市選挙管理委員会事務局 担当：松沢・板橋 

  TEL0256－77－8313（直通） FAX0256-77-8305 

 E-mail senkan@city.tsubame.lg.jp  



（案） 

令和７年１月８日 

燕市明るい選挙推進協議会 推進員の皆さまへ 

燕市選挙管理委員会事務局 
 

衆議院議員総選挙を振り返るアンケート調査へのご協力について 
 
 新春の候、貴職におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、令和 6年 10月 27 日執行の衆議院議員総選挙の執行に際して、明るい選挙

推進協議会の皆さまから、投票管理者・投票立会人として従事いただきました。今

回研修会を実施するにあたり、衆院選の振り返りとして、皆さんからの疑問などを

事前に集約し、事務局の回答を加えて研修資料としたいと考えております。 

つきましては、下記のとおりご協力をお願いいたします。 

記 

1．「衆院選で疑問に思ったこと」「事務局に聞きたいこと」など（自由記述） 

「〇〇の場合、どう対応すればよかったのか」「〇〇とは何か、どういうものか」 
テーマ例）選挙制度（代理投票、不在者投票、郵便投票など）に関すること 

投票所の運営（レイアウト、人員配置など）に関すること 
選管事務局の選挙運営に関すること 
選挙時の店頭啓発に関すること など 

 

※このアンケート結果に加えて、期日前投票における管理者・立会人従事の際に 

記載いただいたアンケート結果もふまえて研修会資料とする予定です。 

  

2．次のいずれかの方法で選管事務局までご連絡をお願いします。 

 ＜窓口へ提出＞ 燕市選挙管理委員会事務局（市役所3階⑤窓口） 

＜FAXで提出＞ 0256-77-8305 

＜電話で連絡＞ 0256-77-8313（直通） 

 ＜メールで連絡＞ senkan@city.tsubame.lg.jp 
 

 ※1月 24 日（金）までに、ご連絡をお願いいたします。 
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燕
市
で
は
、
令
和
５
年
度
に

満

18
歳
以
上
と
な
る
日
本
国

民
で
、
新
た
に
新
有
権
者
と
な

る
数
が
６
４
１
人
に
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。 

近
年
、
各
種
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
の
低
下
が
全
国
的
に

叫
ば
れ
て
い
る
な
か
、
燕
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
以
下
、「
選

管
」
と
い
う
。）
と
燕
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
明

推
協
」
と
い
う
。）
は
、
新
有
権

者
に
向
け
た
選
挙
啓
発
を
実

施
す
る
。 

政
治
は
難
し
い
と
い
う
意

見
も
多
く
、
選
挙
に
は
手
間
も

か
か
る
し
、
時
間
も
か
か
る
。

し
か
も
、
全
体
か
ら
し
て
自
分

の
一
票
な
ん
か
た
か
が
知
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
選
挙
に
行
か

な
い
こ
と
が
一
番
合
理
的
だ

と
い
う
議
論
が
よ
く
起
こ
る
。 

一
方
で
、
若
者
も
消
費
税
は

払
っ
て
い
る
。
払
っ
た
税
金
分

く
ら
い
は
、
自
分
の
意
思
表
示

を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
議
論
も
あ
る
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
展
に
よ
る
、
自

分
と
似
た
よ
う
な
価
値
観
や

考
え
方
が
流
れ
る
閉
鎖
的
な

情
報
環
境
。
ま
た
、
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
に
よ
る
そ
の
ユ
ー
ザ
ー

が
好
む
情
報
ば
か
り
が
や
っ

て
く
る
よ
う
な
環
境
が
確
立 

 

さ
れ
て
い
く
。 

そ
ん
な
中
で
も
「
知
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
色
ん

な
情
報
を
積
極
的
に
収
集
し

自
ら
を
活
動
的
に
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
考
え
の

人
た
ち
と
意
見
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
議
論
が
深

ま
り
、
社
会
問
題
を
解
決
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
政
治
を
利
用

と
い
う
考
え
も
生
ま
れ
る
。 

政
治
に
つ
い
て
話
を
す
る

こ
と
を
、「
意
識
高
い
系
」
と
は

思
わ
ず
、
未
来
を
変
え
る
こ
と

だ
と
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

選
管
で
は
、
そ
ん
な
思
い
か

ら
一
番
身
近
に
あ
る
基
礎
自

治
体
の
広
報
記
事
を
利
用
し

『
生
ま
れ
た
年
の
広
報
』
を
作

成
し
た
。
政
治
や
選
挙
を
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
、

政
治
嫌
い
に
な
っ
て
欲
し
く

な
い
、
少
し
だ
け
で
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
。 

掲
載
の
記
事
は
、
全
て
十
八

年
前
の
旧
三
市
町
の
広
報
紙

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。 

生
ま
れ
た
年
の
出
来
事
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
や
政
治
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い

で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
更
な

る
協
働
の
実
現
に
向
け
、
読
み

進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。 

こ
の
年
は
、
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
た
。
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度

行
わ
れ
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。 平

成

17
年
国
勢
調
査
は
、
本
格

的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
を
間
近

に
控
え
、
人
口
構
造
の
転
換
期
に

あ
る
我
が
国
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。 

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
施
策
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
衆
議

院
議
選
挙
区
の
画
定
や
議
員
定

数
、
地
方
交
付
金
の
算
定
等
の
基

と
な
る
法
定
人
口
と
な
る
。 

現
在
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り
な

ど
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

郵
送
で
の
回
答
も
可
能
と
な
り
、

更
な
る
回
答
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。 

〈
平
成

17
年
国
勢
調
査
人
口
〉 

・
燕 

市 

４
３
，
２
５
５
人 

・
吉
田
町 

２
４
，
８
９
３
人 

・
分
水
町 

１
５
，
６
８
１
人 

平
成

17
年
度
、
三
市
町
の
当

初
予
算
は
、
歳
出
ベ
ー
ス
で
燕
市

１
３
３
．
１
２
億
円
、
吉
田
町
１

１
９
億
円
、
分
水
町
５
９
．
３
４

億
円
だ
っ
た
。
令
和
５
年
度
の
燕

市
の
当
初
予
算
は
、
約
３
７
７
億

円
だ
っ
た
。 

令
和
５
年
度
予
算
は
、「『
子
育

て
す
る
な
ら
燕
市
で
』
と
評
価
さ

れ
る
施
策
の
展
開
」
と
「『
地
域

社
会
の
Ｄ
Ｘ
』
と
『
脱
炭
素
社
会

の
推
進
』」
を
二
大
重
点
施
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

「
子
育
て
す
る
な
ら
燕
市
で

と
」
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

結
婚
、
出
産
・
妊
娠
、
子
育
て
、

教
育
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
切
り
目
の
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
施
策
を

展
開
す
る
。 

感
染
拡
大
を
契
機
と
し
た
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め

の
「
地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
」
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
な
が
る
「
脱
炭
素
社
会
の
推

進
」
に
取
り
組
み
、
次
の

100
年

に
引
き
継
い
で
い
く
。 

 

2023 年度 
施政方針 

 

 



                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

      

燕市、柏崎市、佐渡市、出雲崎町、刈羽村、弥彦村、新潟市（旧岩室村、巻町、西川町、味方村、

潟東村、月潟村、中之口村）、長岡市（旧越路町、三島町、与板町、和島村、寺泊町、小国町） 

燕市、三条市、加茂市、弥彦村、田上町、新潟市（南区、西区、西蒲区） 

※燕市は改定後も２区となります。 

２００５年（平成１７年）４月２日（土曜日）から２００６年（平成１８年）４月１日（土曜日）生まれ 第 001 号（創刊号） ２版  ©燕市選挙管理委員会 ２０２４年２月 

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
変

わ
る
も
の
も
多
い
。
新
市
の

市
章
は
公
募
さ
れ
決
定
し
、

庁
舎
も
三
カ
所
に
分
散
し
新

し
い
組
織
体
制
が
示
さ
れ

た
。
旧
吉
田
町
・
分
水
町
で

は
、
住
所
が
変
わ
る
こ
と
を

受
け
て
、
住
民
の
み
な
さ
ま

が
混
乱
し
な
い
よ
う
色
ん
な

手
段
や
方
法
、
機
会
を
通
じ

情
報
発
信
を
し
て
い
た
。 

平
成

17
年
９
月

11
日

投
票
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
執
行
さ
れ
た
。
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
る
と
、
そ
の
時
々

の
政
治
情
勢
や
争
点
、
解
散

の
大
義
名
分
を
踏
ま
え
た
通

称
が
付
け
ら
れ
て
き
た
。
当

時
、
時
の
首
相
（
自
民
党
総

裁
）
小
泉
純
一
郎
が
、
郵
政

民
営
化
法
案
が
参
議
院
で
否

決
さ
れ
れ
ば
、
自
分
は
衆
議

院
を
解
散
し
て
国
民
の
信
を

問
う
と
明
言
し
て
い
た
。
そ

の
言
葉
通
り
、
参
議
院
で
の

郵
政
民
営
化
法
案
否
決
を
受

け
て
小
泉
首
相
は
衆
議
院
を

解
散
し
た
（
郵
政
民
営
化
解

散
）。 自

民
党
は
郵
政
民
営
化
法

案
に
反
対
票
を
投
じ
た
議
員

の
選
挙
区
に
「
刺
客
」
と
呼

ば
れ
る
候
補
を
送
る
な
ど

「
小
泉
劇
場
」
と
い
う
言
葉

も
生
ま
た
。 

当
時
は
ま
だ
、
投
票
で

き
る
選
挙
権
年
齢
が
満

20
歳
以
上
で
あ
っ
た
。
昭

和

20
年
に
「

20
歳
以

上
」
と
な
っ
て
以
来

70
年

ぶ
り
に
選
挙
権
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
の
が
平
成

28
年
６
月

19
日
。
選
挙

権
年
齢
が

18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
同
年
７
月
の

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か

ら
適
用
さ
れ
た
。 

 

近
年
で
も
、
国
政
選
挙

に
お
い
て
、
一
票
の
較
差

是
正
に
伴
い
、
公
職
選
挙

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
左

図
に
示
し
た
と
お
り
、
次

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か

ら
小
選
挙
区
の
区
割
り
が

改
定
さ
れ
る
。
新
潟
県
も

選
挙
区
が
見
直
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
注
意
が
必

要
だ
。 

衆院選挙 
区割変更 



新有権者配布における封筒詰め作業の方法 

 

１．島を用意する 

 （目安：１島だいたい４人程度） 

 

２．封詰め資料や作業道具を準備 

 【資料】 

 ・おめでとう１８歳（A4 縦） 

 ・新有権者向け冊子（1種類） 

 ・生まれた年の新聞コピー 

  ※印刷室の紙折り機で事前に折っておくと楽 

 

 【作業道具】 

 ・角２封筒（啓発用） 

 ・宛名ラベル 

 ・新有権者一覧表 

 ・文房具（セロテープ、定規、メクール、ハサミ、鉛筆） 

 ・最終的に封筒入れるオリコン 

（R5…641 人でオリコン 5つ使用） 

 

３．作業方法 

 【役割分担】※一番確認が取れ、スムーズなやり方を記載、各島のやり方にお任せ。 

① 宛名ラベルを貼り、貼った封筒を前の机に置く（※順番は若い番号が上になるように）（１人） 

② 生まれた年の新聞と案内文とその他資料を封筒に重ねておく（１～２人） 

③ 新聞等を封筒に入れ、裏返して封筒の入れ口を折る（※裏向きで番号が多い方を下に重ねていく）

（１～２人） 

 ※封筒の入れ口を折ってあげると、テープ貼りが楽になる。 

④ 重ねられて封筒の口にテープを貼り、順番にオリコンに重ねて入れる（１人） 

 ※後日、引き抜くを行う可能性があるため、封筒は名簿順に重ねてオリコンに入れてください。 

 

４．時間的目安 

 ■R1 年度実績 ※生まれた日の新聞を配布したので、名簿と新聞の日付の確認が必要 

  名簿数：723 名   作業人数：21 人   島数：4 島   作業時間：15：40～16：40（約１時間） 

 ■R5 年度実績 ※生まれた年の広報を配布したので、全員封筒の中身は同じ 

  名簿数：641 名   作業人員：17 人   島数：4 島   作業時間：16:30～17:10（約 40 分） 
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